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　季節は、秋を迎えた。農家の朝は早い。朝７時、農家の男が畑にやってきた。まず、畑に立っている者に挨拶をした。今年のパートナーである。
「今日も頼むよ五郎」
返事は返ってこなかった。それもそのはず、五郎はかかしに過ぎない。雨の日も、風の日も畑を見守っている。畑を荒らす鳥や獣を追っ払うためだ。男の種まきから、収穫までを見守り続ける。
収穫後は、焼却処分になる運命だった。
男が愛情を注いで挨拶をする内、五郎に心が宿った。神様のいたずらなのかもしれない。
心を持った五郎は、考えることができるようになった。

　そんな五郎の不満は。
「おいら、こんな小さな畑で一生を終えるなんてまっぴら御免さ」
このまま畑に留まりたくなかった。
「8代目も、9代目も焼かれてしまった。おいらは、焼かれたくない」
何とか畑から脱走しようと計画する。
「ここから離れて、おいらは海を見たい」
しばらく悩んだ。
「彼らに頼んでみよう」
五郎に名案がひらめいた。

　いよいよ決行の日。男の居ない日を狙う。
カラスが、畑の野菜のクズを食べに来ていた。
いつもなら空気で威嚇するところだが、やさしく声を掛ける。
「そこのカラスさん」
カラスは、驚き翼を広げる。
「待っておくれ」
カラスは、飛び立つのをやめた。
「カラスさんありがとう」
カラスは、不思議に思い、五郎を見つめる。
「カラスさん頼みがあるんだ」
「カー？」
「おいらを、運んでおくれ」
「カー」
カラスが、五郎の頭の上に乗り、羽ばたく。しかし、五郎の足は土にめり込んだままびくともしない。カラスは、諦めて南へ飛んでいってしまった。
「もっと力の強い獣に頼むとしよう。おいらは、諦めないぞ」
五郎は、一日待った。

　次の日、男は現れなかった。
代わりにイノシシが現れ、畑の土を掘り返す。野菜の根をむさぼっていた。
「そこのイノシシさん、話を聞いておくれ」
イノシシが、五郎を睨みつける。
「ブォ」
「今日は、怒る意味じゃない。おいら、ここから逃げ出したいのさ」
「ブォブォ」
イノシシは、五郎を相手にしない。
「畑の野菜を、腹いっぱい食べていいからお願いします」
「ブォ」
イノシシは、土を蹴りあげて勢いをつけた。そのまま、五郎の足に体当たりした。五郎の足が真っ二つに折れ、顔面をうねに強打した。
「超いてぇ」
イノシシは、苦笑いを浮かべ山に帰った。
「イノシシに頼んだおかげで、お先真っ暗だ。今度は、頭の良い獣に頼まないと。明日こそは、成功させる」
五郎は、夢を叶えるためもう一日粘った。

　さらに一日後、男は風邪を引いて畑に出てこなかった。
すると、山からサルが下りてきた。サルが枝豆をむしり、口でほおばる。綺麗に皮だけを捨てていた。
「サルさん、おいらを助けておくれ」
サルは、左右を見渡すが姿は見えない。
「ウキ？」
五郎の顔は、地面についたままだった。
「ウキ」
猿が、倒れた五郎に気がついた。うねから起こす。
「サルさんありがとう。ついでに、おいらをどこか遠くに連れて行っておくれ。このまま畑に居たら、焼かれてしまう」
「ウキ」
猿は、五郎の足を掴む。掴んだまま、引きづるようにかかしを運び始めた。
「わっ、たんまたんま」
猿は、かかしの言葉に耳を貸さない。頭が摩擦で熱くなってきた。
帽子が脱げ、露出した頭がアスファルトに擦れる。
「まずい……」
布が裂け綿がえぐれ。
「らんぼう……」
顔のつぶれたかかしは、声もでない。
猿は、心を失った木材を運び続けた。
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